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のでお知らせいたします。

　　　　　　　　　　　　記

１．19年 3月期通期（平成 18年 4月 1日 ～ 平成 19年 3月 31日）業績予想数値の修正
単体業績予想 (単位：百万円、％)

売上高 経常利益 当期純利益

前回発表予想(Ａ)
（平成 18年 5月 15日 発表）

12,800 2,000 1,320

今回修正予想(Ｂ) 12,200 2,000 △ 1,980

増減額(Ｂ－Ａ) △ 600 － △ 3,300

増減率 △ 4.7 － －

前期（平成18年 3月期）実績 12,106 1,832 937

２．修正理由

ため、１，９８０百万円の当期純損失となる見込みです。

の対応を行っております。

３．配当予想

ましては、従来通り１株につき５円の配当を予定しております。

(注)業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したも

     のであり、実際の業績は、今後の様々な要因により予想数値と異なる場合があります。

以上

関係会社出資金評価損等の計上により、単体決算は当期純損失となりますが、期末配当につき

連結損益に与える影響がないため、修正は行っておりません。

なお､連結の業績予想につきましては、上記の特別損失の計上が連結会社間の内部取引であり、

を図るものの、一定の期間と新たな施策を必要とすることから、財政状態の健全性を考慮してこれら

また、米国販売子会社及び国内子会社の事業損失に備えるため、関係会社損失引当金９０１百万円

特別損失の計上につきましては、英国における年金制度の変更に伴う退職給付引当金の

参りましたが、同グループの株式を保有するズケンGmbH（ドイツ 当社100%所有）の実質価額が

著しく減少したと判断し、同社への出資金の評価損２，０２９百万円を計上することといたしました。

を計上することといたしました。これら子会社の今後の業績見通しにつきましては、将来的には回復

特別損失の発生と通期個別業績予想の修正に関するお知らせ

単体の業績予想につきましては、売上高は従来当社が受注しておりましたコンサルティング業務の

につきましては当該取引が損益に与える影響が僅少であったため、前回予想通りとなる見込み

計上により、ズケンLtd.等の英国子会社グループが債務超過となり、これに対する対応策を検討して

一部を連結子会社が請負う体制に切り替えたことなどから予想を下回りましたが、経常利益

です。また、当期純利益につきましては、特別損失として関係会社出資金評価損等を計上する

当社は平成19年3月期決算におきまして特別損失を計上する見込みであるとともに、最近の
業績の動向等を踏まえ、平成18年5月15日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたしました


